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要旨：ビデオ教材提示援助システムでは，ビデオテープやレーザーディスクの映像を指導の流れに沿ってラ

ンダムに提示することが可能である。本学学生を対象とした物理学の講義で利用することを試みた結果，観察

した事象を説明しようという態度が表面化し，集中して映像から情報を取り出そうとする態度がみられるよう

になった。また,学生の質問が活発になり，積極的に知識を獲得しようとする態度が頻繁にみられるようになっ

た。
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１．入学生の状況

最近，高等学校段階での選択物理の履修率は30％程度

となり，物理を履修せず理工系大学・学部へ進学する学

生数も増加している')。本学入学生について，理科Ｉ，

選択物理の履修状況調査では，理科Ｉをまったく履修し

ていない学生が約１０－２０％，選択物理をまったく履修し

ていない学生が約30～40％いた2)。つまり，１０人中約３
－４人程度は物理を履修した経験がないことになる。

生がｌ年次で履修することになっている。普通高等学校

の理系クラスでは，週３－４時間（１コマ50分）を物理

の授業にあてていることと比較しても，物理の学習経験

が少なく，かつ聴覚に障害をもつ学生を対象として，黒

板・プリントとチョークだけの講義のみで「物理学の基

礎」を獲得させることは非常に難しい。したがって，講

義の中に，演示実験や学生実験を織りまぜ，学習意図を

明確化することで興味を持続させ，重要なポイントの定

着を促進することが重要となる。

一般に，新しい単元に対するレディネス形成や，単元

のまとめの確認を授業や講義で行うときには，ＶＴＲな

どで学習内容に適した具体的な映像を提示することが行

われている。特に，聴覚に障害のある児童・生徒や学生

を対象とした授業や講義では，健聴者を対象とした授業

よりもより頻繁にＶＴＲが利用されていると予想される。

授業・講義などでの映像提示は，大きく分けて以下の

４つの例があげられる3)。

①連続した映像を提示し続ける方法

映像を提示し続けることは，一般の授業では望まし

い方法ではなく，特に聴覚障害の児童・生徒や学生を

対象とした授業・講義では，学習者の視点が映像へ固

定され，教授者の解説を合わせて行うことは難しくな

る。

②連続した映像を区切って提示する方法

教授者が解説や発問を行うときには，映画や番組等

を提示することを停止して，解説や発問の後に再び提

示する一般の授業・講義においてＶＴＲを用いて映像

提示を行う－つの代表的提示方法と考えられる。しか

し，映像が連続しているため教授内容に関係の無い映

像が提示されることもある。

2．聴覚障害がもたらす物理学学習の困難性

既習の言葉を用いて観察された事象を表現するという

学習活動ができない学生も多くいる。これは聴覚障害を

もつ学生だけに限られた状況ではなく，健聴の学生でも

見受けられるものである。しかし聴覚障害をもつ学生に

とって，『既習の知識体系に検討を加えながら新しい知

識を組み込み，事象間の関連性を把握する』という学習

の流れが，さらに難易度を高めているようである。聴覚

障害に起因する言語獲得の困難性，そこから派生すると

いわれる抽象的思考力の遅滞は無視できないものであ

る。

しかし物理学の基礎を必要とする，建築，機械，電子

工学等の専攻分野では，大学入学までの履修状況や聴覚

障害がもたらす問題とは関係なく，「物理学の基礎」を

習得しなければならない。ここでいう「物理学の基礎」

とは，「科学の方法」の一部分であり，観察した現象を

記録，分析，考察，伝達するための基本的能力である。

3．講義における効果的な映像利用

本学では，「物理学」が年間３単位（週１コマ・８０分）

の講義として一般教育科目の中で開設きれ，全学科の学
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③必要な映像を編集し順番に区切って提示する方法

②と異なり，教授内容に関係の無い映像が提示され

てしまうことはないが，授業や講義の流れに合わせて

必要な映像を前もって編集しておくことが必要とな

る。

④連続した映像を不連続に区切って提示する方法

記録された映像の必要な部分だけをＶＴＲの早送り

や巻戻しを用いて提示する方法である。二つめの方法

と異なり，授業や講義で利用しない部分が録画されて

いても飛び越えることがでる。一般の授業などで

ＶＴＲを用いて映像提示を行う場合の，もっとも代表

的提示方法である。しかし，必要な映像を頭出しする

ために，教授者自らがリモコン等を駆使して早送りや

巻戻しの操作を行ったり，ビデオテープを入れ換えた

りする必要がある。このため必要な映像は提示できる

ものの，映像を頭出しする毎に授業を中断することに

なり，その度に学習者の思考も途絶えてしまうことに

なる。また，リモコンを利用している途中で操作間違

いをすることも数多くある。

授業や講義に合わせて編集したビデオを利用したい

が，編集する時間を確保することが困難，編集作業が難

しくてできない，装置が無いなどの理由で，しかたなく

④の提示方法を用いている教授者は多くいると予想され

る。また，膨大な時間と手間をかけて編集したビデオも，

特定の指導内容に合わせて編集を行った後では，他の単

元で利用するときは再び編集し直すことが必要となる。

さらに同じ指導内容でも，教授者によって，また対象と

なる児童・生徒や学生の履修状況やレベルによって利用

意図が異ってくる。そのため，他の教授者が利用したい

とき，また，クラス毎，入学年度毎に，学習履歴がまち

まちである聴覚障害をもつ学習者を対象としての利用に

は，不適切なものとなってしまう。

図４－１システムの構成図

ムとして機能させるためのソフトウエアは独自に開発し

たものである。本システムは平成２年より開発を始めた

が，本学の講義や実験の改善ばかりではなく，聴覚に障

害をもつ児童・生徒を対象とした授業でも効果的な映像

利用を図ろため，平成３～４年度には都内の聾学校小学

部の授業で利用していただいた。そして，研究授業や授

業研究会などを通して，授業を行う立場からの映像利用

と本システムの利用のあり方に関する意見や要望を集

め，改良を重ね，以下の特徴をもつものとした4)。

(授業・講義の準備に関して）

･提示したい映像を簡単に指定できる。

｡映像開始位置，提示時間，映像タイトルなどは，ビデ

オテープに記録するのではなく，すべてフロッピー

ディスクに記録される。

･映像開始位置，提示時間，映像タイトルは，いつでも

簡単に訂正することができる。

･映像タイトルには，漢字，ひらがな，カタカナ，空白，

記号などを用いることができる。

(授業・講義中の操作に関して）

･授業・講義中は，映像選択メニュー（以下，メニュー）

から提示したい映像を選択するだけで，映像が自動的

に検索される。

･検索終了後，静止画像が提示され，いつでも自動再生

することができる。

･静止画再生，または自動再生中でも，授業進行や学習

者の要望に応じて，手動再生を行うことができる。

･見終った映像を再提示することができる。

･メニューをグループ分けすることで，単元ごとに利用

する映像のメニューを作ることができる。

4．ビデオ教材提示援助システムの概要と利用方法

ビデオ教材提示援助システムとは，前項で述べた④の

提示方法をコンピュータが教授者に替って行うことを目

的に構築したシステム全体の名称である。当初，コン

ピュータと接続できる専用ＶＴＲを用いたシステムで

あったが，現在は一般のＶＴＲを用いたシステムとなっ

ている（図４－１）。映像提示のためのテレビは，講義

室や実験室に設置されている普通のテレビなら新旧関係

なく利用することができる。また，コンピュータや

VTRも一般の家電販売店で比較的低価格で購入するこ

とができる。これらの機器をビデオ教材提示援助システ
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５．ドライ・ラボへの組み込み

講義中にビデオ教材提示援助システムを用いることに

よって，素材としての映像を手軽にランダムに提示でき

るようになった。そして，映像が自由に提示できること

から，講義の中で提示する映像の位置づけを以前にもま

して明確化する必要』性も高まってきた。そこで，このシ

ステムを，ドライ・ラボでの情報提供手段として位置づ

け，各学期ごとに一貫したテーマで講義を行うなかに組

み込むことを試みた。

ドライ・ラボとは，探究的，発見的学習に必要な概念

習得以前の発達段階にある児童・生徒を対象として，実

験によるデータ収集が困難な場面に，教授者がデータを

与えることにより思考活動の活発化をうながし，概念形

成を可能とすることを目的とした授業形態である5)。

平成５年度１学期デザイン学科対象の物理学では,｢物

理の観点と力のつり合い」というテーマを設定し，ビデ

オ教材提示援助システムとコンピュータ・シミュレー

ションを用いたドライ・ラボ活動を行った6)。そして，

学生実験（ウエット・ラボ）で観察したり経験した物理

現象に沿って提示内容を明確化した短い映像（１０－１分

程度）を，講義の流れ，学生の発問にしたがってランダ

ムに，かつ繰り返し提示した。そして，学生実験などか

ら得られたデータをドライ・ラボ中で相互に検討するこ

とで，学生の討論や発問，考察などを活発にすることを

ねらった（表５－１）。

その結果，１学期終了時には，学生自身が各自の持っ

ている言葉を使ってそれぞれの事象を他の学生に説明し

ようという態度が表面化してきた。ざらに，教授者が映

像解説を行うことを極力減らすことで，集中して映像か

ら情報を取り出そうとする態度がみられるようになっ

た。また，ドライ・ラボだけでなく，実際に学生が創意

工夫できる学生実験を組み込んだことで，講義やドラ

イ・ラボ中の学生の質問が活発になり，積極的に知識を

獲得しようとする態度が頻繁にみられるようになった。

6．今後の課題

現在，大学の講義で利用しているシステムでは，コン

トロール用のコンピュータとしてＭＳＸコンピュータと

マツキントッシュの両者を用いている。マツキントッ

シュではハイパーカード上で従来同様の機能を提供する

スタックを作成しレーザーディスク・プレーヤーで映

像提示を行っている。これにより，市販の教材ディスク

を利用した非常に高速な映像検索が可能となり，その結

果，聴覚障害が文章認知に影響しているとされる「単語

読み」に相当する「分断映像把握」の実態も新たに表面

化してきた。

今後は，一斉授業と個別授業のそれぞれに最適な映像

提示条件を探るとともに，講義，ドライ・ラボ，ウエッ

ト・ラボの各内容を精選した聴覚障害学生向けの物理学

入門レベルのコースウエアを早急に作成することが必要

である。
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表５－１講義の内容と概略

時限内容概略

大きい数，小さい数

単位の統一

質量と重量

バネはかりと重量

天秤はかりと質量

やじろうくいを作る１

やじろうくいを作る２

力のつり合いとは？

力とベクトル

ベクトルの合成と分解

ノート上へのモデル化実験

講義

講義

フックの法則の演示実験

コンピュータシミュレーションによる演示

学生実験，やじろうくい，モビール作成

発表会と討論

ビデオ教材提示援助システムを用いた映像提示

講義

講義と演習（３力の力のつり合いの計算）

２
３
４
５
６
７
８
９
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